







ガシオン』(Divagations, 1898) で「芝居鉛筆書き」Crayonné au théâtre
としてまとめられた演劇論やその他の散文詩にあらわれるステファヌ・マ





















1886 年 11 月，マラルメはエドゥアール・デュジャルダン (Edouard
Dujardin, 1861-1949) の熱心な懇願に応じて，この若き火曜会の常連が
主筆をつとめる雑誌「独立評論」Revue indépendante に劇評を毎月連載
することになった。ヴェルレーヌ (Paul Verlaine, 1844-1896) の「呪わ
れた詩人たち」(Les Poètes maudits, 1883) やユイスマンス (J. K.

























































































































舌」(La Déclaration foraine, 1887)，「白い睡蓮」(Nénuphar blanc,































































































































































詩人がバレエを論じるのは 1886 年 11 月号の初回とその翌月，1887
年 3 月号，そして最終回の計 4 回にわたっている。まず注目すべきは，
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